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◆ 茨城2回目の全県一斉10駅頭宣伝　
８月９日茨城県憲法改悪反対共同センターは、今年２月の設立後、２回目の全県一斉宣伝を行いました。今回の行動は各地域の「９条の会」にも呼びかけ、１０組織が応えてくれました。茨城労連、新婦人、農民連、平和委員会、民商、民医連、国民救援会、民青の共同センター構成団体のメンバーと共に県内１０ヶ所で統一行動ができました。１５０人の参加者が署名、チラシ配布、ハンドマイクでの宣伝を行い、署名は４００筆を集約し、チラシ２５００枚を配布しました。

土浦駅では、ハンドマイクでの話を聞き、チラシをよく読んだ後に、自ら「署名させてください」と言ってきた中学生がいました。下館駅では、ＳＬの旅にきた親子連れが快く署名してくれました。中高校生を中心に若者の関心が高まっていることが明らかになった行動でした。共同センターは、１０月２１日には｢憲法学習会｣を計画しています。

◆ 大阪 新テロ特措法の延長は許さない
準備着々、成功させよう「９・９全駅宣伝」

第２１回団体・地域代表者会議（７月２６日）で確認された今秋のとりくみ方向、その最初の統一行動となるのが９月９日の全駅宣伝行動です。そして翌１０日の「秋のたたかい出発集会」（第２２回団体・地域代表者会議も兼ねる）です。

今秋の臨時国会は、新テロ特措法の延長や武力行使恒久法づくりが焦点になります。

特措法の延長も、恒久法の制定も許さず、憲法を守り生かすたたかいに発展させるため、「９の日全駅宣伝」を成功させようと、各地で準備がすすんでいます。これを成功させることが秋のたたかい前進の鍵となります。そして「秋のたたかい出発集会」には、すべての団体・地域からの参加で意志統一を図ります。

■「９．９は２０駅宣伝をめざします！」　～　堺

通常、１３駅で実施している毎月の「９の日」宣伝。７月３１日の共同センター代表者会議で「９月の宣伝は２０駅をめざそう」と決めました。さらに、９月２１日は堺市全区訪問署名行動にうってでることも決定。元気よく、署名推進をはかります。

■「９．９全駅宣伝やります」　～　豊中

蛍池、豊中、服部、千里中央など７駅で、全駅宣伝を決定。８月３０日には、世話人会を開き、署名目標や「九条の会づくり」の目標について方針を討議。

■憲法９条署名３万筆突破めざし、奮闘中。９日は５駅全駅宣伝　～西淀川

■地下鉄九条、西長堀、本町など６駅全駅で宣伝　～西区

■総会で９月９日、全駅宣伝へのとりくみを決定　～阿倍野

■今回は、全駅宣伝計画　～住之江

◆兵庫 西宮市職労主催平和盆踊り７千人！
　８月６、７日、西宮市役所東側六湛寺公園で西宮市職員労働組合主催の恒例の盆踊り大会が開催され、２日間で７０００人が参加しました。６日はあいにく１６時過ぎから猛烈な集中豪雨。１９時頃やっと小雨となり盆踊りは開催、しかし水たまりのため署名行動は中止。翌７日、１４時頃雨が来ましたがその後は晴れ。会場は歩けないほどの人出。「平和と民主主義の会」に結集する１３団体から４７名が、ふたりひと組で盆踊りがはじまる前に署名をうったえ、核兵器廃絶署名３３４筆、憲法署名２１９筆が集まりました。
　市役所周辺の自治会も共催なので子ども達も沢山参加、「広島へ行ってきたよ」と言って署名する姿もありました。
■神戸市須磨区　友が丘・多井畑九条の会　 全戸訪問活動で、会員も元気活発に！　
　「友が丘・多井畑九条の会は、エリアを順次訪問し、憲法署名と『９条の会ニュース読者』をうったえる活動を最低月１回、この４月から行っています。現在５回行い参加者延べ３５名で憲法署名２３８筆とニュース会員を９５世帯増やしました。また既賛同者にも憲法署名をお願いし８月２５日現在４１６筆を集めてもらい、ニュース会員も１７８世帯広げています。６月からの訪問時、留守宅には、『訪問したことと用件』を署名用紙とともにポストインしています。その連絡先には丁目ごとのよびかけ人や事務局名を書いていますので、署名を届けて下さったり、電話をいただいています。こうした訪問活動を通じて、対話が親しくなりあらためて憲法９条のお話が出来、訪問者もこのことの意義を実感しています。またニュース読者からも感想や『勉強させて貰う』などの声が届きます。これら訪問活動にはよびかけ人の皆さんが率先して参加下さり、会員相互の理解が深まり、次の行動に結びつきうれしく感じています。」（友が丘・多井畑九条の会よりの報告）
◆ 岡山 派兵恒久法の学習会
深く学び意欲的に運動の輪広げる
8月１９日、憲法改悪反対岡山県共同センターは構成団体である平和委員会の中尾元重氏を講師に90分間の学習会を開き26人が参加しました。恒久派兵法はパンフレットなどの活用が呼びかけられていますが、生活に直結した課題ではないことや歴史的な経過が複雑なこと、学習しなくても反対の態度は明確などの理由であまり学習会が進んでいませんでした。しかし、街頭や地域で署名などを訴えると、意外に自衛隊の存在に好意的な人が多いことや漠然とした憲法改正議論に賛成している人も多く、的確で分かりやすい宣伝や説明が必要と考えていました。一方で運動が目標に対して低い水準のまま停滞している状況を打開する必要も感じていました。自衛隊の歴史的な変遷と政府の狙いや派兵恒久法の本質をしっかりと学習することが街頭宣伝の時に応用が利き、深く学習すれば運動の輪を広げたい、という意欲も生まれる事を実感した学習会となりました。
中尾氏は安倍元首相が2007年1月にNATO理事会で「日本人は国際的な平和と安全のためであれば、自衛隊が海外での活動を行うことにためらいはありません」と述べたことを強調し、「派兵恒久法は憲法9条の死文化につながる重大な法案を許すのかどうか、歴史的な闘いに直面している」と緊迫感のある説明から話しをはじめ、憲法9条の解釈改憲によって海外派兵に道を開いてきた歴代首相の答弁の変遷と90年以降の法改悪の流れを具体的に説明しました。中尾氏は派兵恒久法が憲法を超えた軍事クーデターだと解説し、その危険性を強調しました。1時間の講演でしたが、「憲法を超えた法律などが実際にできるのか？」「アメリカとの密約があると聞いたが？」「PKOで自衛隊は何をしてきたのか？」などの質問が次々に出され、30分の討論時間では語り尽くせないほどの関心を示した学習会でした。共同センターとして各団体で学習会を開き運動をさらに広げようと訴えました。19日は商店街で定例の宣伝行動を30分間行いましたが、これまでで最高の人数（20人）が参加して、最高の署名数（91筆）を集約しました。数は力なりを実感した行動でした。
　短信･ホットライン　
■「九条の会」事務局学習会
◇テーマ　名古屋高裁判決と派兵恒久法

◇日　時　９月13日（土）午後１時30分～４時

◇会　場　星陵会館（地下鉄・永田町下車）

◇講　師　小林武（愛知大学教授）･半田滋（東京新聞編集委員）･渡辺治（一橋大学教授）

◇参加費　1000円

◇主　催　九条の会
■ 原子力空母ジョージ・ワシントンが9.25やってくる
　火災事故、放射能もれ、今度は殺人事件！
原子力空母ジョージ・ワシントンの乗員である米海軍兵士が寄港先のサンディエゴ近郊で殺人事件に関与した疑いで１９日までに現地警察に逮捕されたことが判明しました。今年５月には「深刻な」火災事故を起こしたジョージ・ワシントン、8月には原潜ヒューストンの２年間にわたる「放射能もれ」が発覚、そして遂に「殺人事件」までも。そんな危険きわまりないG・ワシントンが8月21日にアメリカを出発、9月25日には横須賀港に入港するという。許せません。
■ ドキュメンタリー映画「未決・沖縄戦」・・・終わらない沖縄戦

　沖縄県名護市の予備校で教壇に立つ輿石正（こしいしまさし）さん（６２）が沖縄本島北部の戦争体験者の証言を記録したドキュメンタリー映画「未決・沖縄戦」を制作した。

　映画では１３人が旧日本軍による住民虐殺や、朝鮮人慰安婦の存在などについて生々しく証言している。沖縄戦の体験者にとって沖縄戦がいまだ終わっていないことを如実に物語る。証言者の言葉の背後には、おびただしい「不在の証言」が横たわっている。
映画はＤＶＤで発売中。定価３千円。問い合わせはじんぶん企画（０９８０・５３・６０１２）へ。詳細は沖縄やんばる　ウェブ・モールHPへ。http://www.edic-121.co.jp/index.html
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